
成田市インターネット市政モニター アンケート集計結果（第３９回）【速報】 

 

第３９回のテーマは「男女共同参画社会に関するアンケート」でした。 

登録者数：６１５人 

実施期間：平成２９年３月３０日（木）～４月１０日（月） 

回答者数（回答率）：３９１人（６３．６％） 

 

 

 

 

 

 

 

男性, (171人）, 

43.7% 女性, (220人）, 

56.3% 

性別 

(n=391) 

10代, (14人）, 3.6% 

20代, (33人）, 8.4% 

30代, (114人）, 

29.2% 

40代, (105人）, 

26.9% 

50代, (56人）, 

 14.3% 

60代, 

 (45人）, 11.5% 

70代, (22人）, 5.6% 

80代, (2人）, 0.5% 
年代 

(n=391) 



 

 

 

 

同感する 

9.0% 

同感しない 

51.9% 

どちらともい

えない 

38.4% 

わからない 

0.8% 

[Q1]あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どのように思いますか。（単

一選択） 

(n=391) 

仕事をしない方が 

よい, (6人）, 1.5% 結婚したら、仕事を

辞めた方がよい  

（5人）, 1.3% 

出産したら、仕事を

辞めた方がよい,   

(13人）, 3.3% 

結婚し出産しても、

ずっと仕事を続ける

方がよい, (97人）, 

24.8% 

結婚や出産で 

一時仕事を辞めて

も、子どもが大きく

なったら再び仕事 

をする方がよい,   

(138人）, 35.3% 

結婚や出産後も 

仕事は続けるが、

パートタイムに切り替

えるなど、負担を軽く

する方がよい,    

(85人）, 21.7% 

その他【   】,   

(28人）, 7.2% 

わからない,     

(19人）, 4.9% 

[Q2]あなたは、女性が職業をもつことについて、どのようにお考えですか。 

（単一選択） 

(n=391) 



 

 

(36人） 

(178人） 

(103人） 

(301人） 

(154人） 

(216人） 

(112人） 

(160人） 

(36人） 

(17人） 

(6人） 

(0人） (80人） (160人） (240人） (320人） 

結婚 

出産 

介護 

仕事と育児の両立への負担 

仕事と介護の両立への負担 

育児・介護をしながら仕事をすることへの職場の理解不足 

育児・介護をしながら仕事をすることへの家族の理解不足 

保育施設等の不足 

キャリア意識の低さ 

その他【   】 

わからない 

[Q3]仕事をしながら生活をしていく上で、女性の活躍の妨げとなるものは何だと思います

か。（複数選択可） 

(n=391) 



 

 

 
 

(45人） 

(49人） 

(13人） 

(83人） 

(46人） 

(109人） 

(118人） 

(61人） 

(132人） 

(160人） 

(61人） 

(182人） 

(120人） 

(173人） 

(199人） 

(214人） 

(131人） 

(106人） 

(238人） 

(66人） 

(149人） 

(67人） 

(39人） 

(51人） 

(42人） 

(38人） 

(26人） 

(19人） 

(36人） 

(8人） 

(7人） 

(23人） 

(18人） 

(12人） 

(12人） 

(13人） 

(14人） 

(7人） 

(5人） 

(8人） 

(23人） 

(26人） 

(41人） 

(28人） 

(26人） 

(27人） 

(23人） 

(34人） 

（ア）家庭のなかで 

（イ）地域社会のなかで 

（ウ）学校教育の場で 

（エ）職場のなかで 

（オ）法律や制度の上で 

（カ）政治の場で 

（キ）社会通念・慣習・しきたりなどで 

（ク）社会全体で 

[Q4]あなたは、次の（ア）～（ク）について、一般的に見て男女の地位は平等になっていると思

いますか。それぞれ１～６の中からあてはまる番号を一つだけ選んでください。 

（ｎ=391） 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

1 2 3 4 5 6
あなたは、次の（ア）～（ク）について、
一般的に見て男女の地位は平等になっ
ていると思いますか。それぞれ１～６の
中からあてはまる番号を一つだけ選ん
でください。

全体

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらか
といえば
男性の方
が優遇さ
れている

平等

どちらか
といえば
女性の方
が優遇さ
れている

女性の方
が非常に
優遇され
ている

わからな
い

単一回答

1 （ア）家庭のなかで 391 45 132 131 42 18 23
2 （イ）地域社会のなかで 391 49 160 106 38 12 26
3 （ウ）学校教育の場で 391 13 61 238 26 12 41
4 （エ）職場のなかで 391 83 182 66 19 13 28
5 （オ）法律や制度の上で 391 46 120 149 36 14 26
6 （カ）政治の場で 391 109 173 67 8 7 27
7 （キ）社会通念・慣習・しきたりなどで 391 118 199 39 7 5 23
8 （ク）社会全体で 391 61 214 51 23 8 34

Q4



 

 

 
 

 

(13人） 

(32人） 

(20人） 

(17人） 

(243人） 

(64人） 

(139人） 

(3人） 

(14人） 

(8人） 

(303人） 

(245人） 

(226人） 

(254人） 

(46人） 

(254人） 

(158人） 

(178人） 

(186人） 

(77人） 

(62人） 

(101人） 

(132人） 

(107人） 

(89人） 

(60人） 

(81人） 

(112人） 

(87人） 

(32人） 

(13人） 

(13人） 

(13人） 

(13人） 

(13人） 

(13人） 

(13人） 

(98人） 

(104人） 

(274人） 

（ア）食事をつくる 

（イ）食事の後片付け・食器洗い 

（ウ）食料品・日用品の買い物 

（エ）洗濯・掃除 

（オ）生活費の確保 

（カ）家計費の管理 

（キ）資産・財産の管理 

（ク）子どもの世話 

（ケ）学校行事への参加 

（コ）介護 

[Q5]次の（ア）～（コ）について、あなたの家庭ではどのように家事等を分担していますか。それ

ぞれあてはまる番号を一つだけ選んでください。※（ア）～（キ）については、１～３の番号のうち

から選んでください。 

（ｎ=391） 
主に男性が行っている 主に女性が行っている 
男女ともに行っている 子ども・介護が必要な家族はいない 

1 2 3 4
次の（ア）～（コ）について、あなたの家

庭ではどのように家事等を分担してい
ますか。それぞれあてはまる番号を一

つだけ選んでください。※（ア）～（キ）

については、１～３の番号のうちから選
んでください。

全体
主に男性
が行って

いる

主に女性
が行って

いる

男女とも
に行って

いる

子ども・介
護が必要

な家族は

いない

単一回答

1 （ア）食事をつくる 391 13 303 62 13
2 （イ）食事の後片付け・食器洗い 391 32 245 101 13

3 （ウ）食料品・日用品の買い物 391 20 226 132 13

4 （エ）洗濯・掃除 391 17 254 107 13
5 （オ）生活費の確保 391 243 46 89 13

6 （カ）家計費の管理 391 64 254 60 13
7 （キ）資産・財産の管理 391 139 158 81 13

8 （ク）子どもの世話 391 3 178 112 98

9 （ケ）学校行事への参加 391 14 186 87 104
10 （コ）介護 391 8 77 32 274

Q5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働いている（休業中

を含む）, (270人）, 

69.1% 

働いていない, 

 (121人）, 30.9% 

[Q6]あなたの現在の就業状況についてお伺いします。 

(n=391) 



 

 

 

(16人） 

(24人） 

(11人） 

(8人） 

(15人） 

(24人） 

(14人） 

(46人） 

(88人） 

(35人） 

(16人） 

(27人） 

(46人） 

(51人） 

(169人） 

(122人） 

(190人） 

(203人） 

(188人） 

(172人） 

(143人） 

(10人） 

(4人） 

(3人） 

(11人） 

(4人） 

(1人） 

(34人） 

(12人） 

(8人） 

(5人） 

(6人） 

(4人） 

(5人） 

(9人） 

(17人） 

(24人） 

(26人） 

(26人） 

(32人） 

(22人） 

(19人） 

（ア）募集や採用の条件 

（イ）人事配置や昇進・昇格 

（ウ）教育訓練や研修制度 

（エ）福利厚生 

（オ）定年・退職・解雇 

（カ）賃金 

（キ）仕事の内容 

[Q6]で「1.働いている」を選択した方にお伺いします。 

[Q7]あなたの現在の職場では、次の（ア）～（キ）について男女平等になっていると思います

か。あてはまる番号を一つだけ選んでください。 

（ｎ=270） 男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

1 2 3 4 5 6

あなたの現在の職場では、次の（ア）～
（キ）について男女平等になっていると
思いますか。あてはまる番号を一つだ
け選んでください。

全体

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらか
といえば
男性の方
が優遇さ
れている

平等

どちらか
といえば
女性の方
が優遇さ
れている

女性の方
が非常に
優遇され
ている

わからな
い

単一回答

1 （ア）募集や採用の条件 270 16 46 169 10 12 17
2 （イ）人事配置や昇進・昇格 270 24 88 122 4 8 24
3 （ウ）教育訓練や研修制度 270 11 35 190 3 5 26
4 （エ）福利厚生 270 8 16 203 11 6 26
5 （オ）定年・退職・解雇 270 15 27 188 4 4 32
6 （カ）賃金 270 24 46 172 1 5 22
7 （キ）仕事の内容 270 14 51 143 34 9 19

Q7



 

 

 

 

「仕事」を優先した

方がよい, (13人）, 

3.3% 

「家庭生活」を優先

した方がよい,   

(98人）, 25.1% 

「地域・個人の 

活動」を優先した方

がよい, (9人）, 2.3% 

「仕事」と「家庭生

活」を共に優先した

方がよい, (151人）, 

38.6% 

「仕事」と「地域・ 

個人の活動」を共に

優先した方がよい,  

(10人）, 2.6% 

「家庭生活」と 

「地域・個人の活

動」を共に優先した

方がよい, (18人）, 

4.6% 

「仕事」と「家庭生

活」と「地域・個人の

活動」を共に優先し

た方がよい,    

(68人）, 17.4% 

その他【   】,       

(8人）, 2.0% 

わからない・ 

なんともいえない, 

(16人）, 4.1% 

[Q8]あなたの「考え方」に最も近いものを一つだけお選びください。 

(n=391) 

「仕事」を 

優先している, 

 (63人）, 23.3% 

「家庭生活」を 

優先している, 

 (72人）, 26.7% 

「地域・個人の活

動」を優先している, 

(3人）, 1.1% 

「仕事」と「家庭生

活」を共に優先して

いる,(75人）, 27.8% 

「仕事」と「地域・ 

個人の活動」を共

に優先している,    

(8人）, 3.0% 

「家庭生活」と 

「地域・個人の活

動」を共に優先して

いる, (12人）, 4.4% 

「仕事」と「家庭生

活」と「地域・個人

の活動」を共に優

先している,    

(26人）, 9.6% 

その他【   】,   

(3人）, 1.1% わからない・ 

なんともいえない, 

(8人）, 3.0% 

[Q6]で「1.働いている」を選択した方にお伺いします。 

[Q9]あなたの「現実・現状」に最も近いものを一つだけお選びください。 

(n=270) 



  

 

 

 

「家庭生活」を 

優先している, 

 (64人）, 52.9% 

「地域・個人の活

動」を優先している, 

(8人）, 6.6% 

「家庭生活」と 

「地域・個人の活

動」を共に優先して

いる, (34人）, 28.1% 

わからない・ 

なんともいえない, 

(7人）, 5.8% 

その他【   】,       

(8人）, 6.6% 

[Q6]で「2.働いていない」を選択した方にお伺いします。 

[Q10]あなたの「現実・現状」に最も近いものを一つだけお選びください。 

(n=121) 

言葉としても、その

内容も知っている。,     

(382人）, 97.7% 

言葉としては知って

いるが、内容は知ら

なかった。, (8人）, 

2.0% 

言葉としても、 

その内容も知らな

かった。, (1人）, 

0.3% 

[Q11]ＤＶについて知っていますか。 

(n=391) 



 

(115人） 

(187人） 

(137人） 

(194人） 

(185人） 

(215人） 

(137人） 

(84人） 

(18人） 

(0人） (40人） (80人） (120人） (160人） (200人） (240人） 

暴力防止の啓発活動を積極的に行う 

学校において、男女平等や性についての教育を充実させる 

地域・家庭において、男女平等や性についての教育を充実させる 

法律による規制強化や見直しを行う 

被害者のための相談窓口等を充実させる 

被害者の安全確保対策を充実させる 

被害者の自立支援対策を充実させる 

加害者更生のための支援対策を充実させる 

その他【   】 

[Q12]ＤＶの防止や対策のためにどのようなことが必要だと思いますか。 （複数選択可） 

(n=391) 


